
6 月号              浦幌神社社報 やすらぎ 短信           令和 5 年 6 月 1 日 

1 
 

 
   

大
祓
式 

  

大
祓
式
（
お
お
は
ら
い
し
き
）
と
は
、
日
常

生
活
の
中
で
知
ら
ぬ
う
ち
に
犯
し
て
し
ま
っ

た
罪
（
つ
み
）
穢
（
け
が
）
れ
を
お
祓
（
は
ら
）

い
す
る
行
事
で
、
六
月
三
十
日
と
十
二
月
三
十

一
日
の
一
年
に
二
回
行
わ
れ
ま
す
。
六
月
の
大

祓
式
を
夏
越
（
な
ご
し
）
の
大
祓
式
と
い
い
、

疫
病
な
ど
の
災
い
が
無
く
無
事
に
夏
を
越
せ

る
よ
う
に
祈
っ
て
き
ま
し
た
。
神
社
に
よ
っ
て

は
、
チ
ガ
ヤ
で
作
ら
れ
た
茅
の
輪(

ち
の
わ)

を

く
ぐ
る
こ
と
で
更
に
罪
穢
れ
を
祓
う
神
事
も

行
わ
れ
ま
す
。
大
祓
式
の
起
源
は
古
く
、
大
宝

元
年
（
七
〇
一
年
）
の
大
宝
律
令
（
た
い
ほ
う

り
つ
り
ょ
う
）
に
宮
中
の
年
中
行
事
と
し
て
正

式
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
中
世
以
降
、
全
国
各

神
社
の
年
中
行
事
と
し
て
普
及
し
、
広
く
国
民

に
信
仰
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

浦
幌
神
社
バ
イ
ク 

無
事
か
え
る
祈
願
祭
の
ご
案
内 

今
年
も
北
海
道

釧
路
方
面
池
田
警

察
署
、
並
び
に
北

海
道
釧
路
方
面
十

勝

機

動

警

察

隊

「
白
バ
イ
」
の
ご

協
力
を
頂
き
、「
第

三
回
浦
幌
神
社
バ

イ
ク
無
事
か
え
る

祈
願
祭
」
を
左
記

の
と
お
り
斎
行
致
し
ま
す
。
全
国
各
地
の
ラ
イ

ダ
ー
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 日

時 

令
和
五
年
六
月
二
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
よ
り 

場
所 

浦
幌
神
社
「
名
刺
奉
納
所
」 

雨
天 

浦
幌
神
社
社
殿
内
で
行
い
ま
す
。 

【
祈
願
祭
の
内
容
】 

●
お
名
前
を
読
み
あ
げ
交
通
安
全
祈
願
。 

●
参
加
者
一
人
一
人
神
前
で
参
拝
。 

●
巫
女
さ
ん
に
よ
る
舞
の
奉
納
。 

●
巫
女
さ
ん
に
よ
る
鈴
の
お
祓
い
。 

【
祈
願
者
へ
の
授
与
品
】 

●
鐵
馬
お
神
札
（
お
ふ
だ
） 

●
御
神
米
（
バ
イ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
お
米
） 

●
無
事
か
え
る
ス
テ
ッ
カ
ー 

【
交
流
会
】 

●
集
合
写
真
撮
影 

●
各
自
記
念
撮
影
（
白
バ
イ
と
の
撮
影
も
可
） 

●
ス
テ
ッ
カ
ー
・
名
刺
交
換
会 

●
抽
選
会
（
景
品
は
浦
幌
町
の
物
産
） 

●
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
も
出
店 

【
申
し
込
み
（
二
十
五
名
限
定
）
】 

●
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み 

 
 

 
 

 
 

こ
ち
ら
か
ら→

 

●
電
話
か
ら
の
申
し
込
み 

 

（
電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八
） 

※
玉
串
料
三
〇
〇
〇
円
よ
り 

当
日
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

※
大
雨
の
場
合
は
中
止
致
し
ま
す
。
前
日
又
は

当
日
朝
に
浦
幌
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

致
し
ま
す
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 5 年  
6 月号  
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樹
霊
祭
を
斎
行 

去
る
五
月
十
二
日
、
境
内
の
樹
霊
塔
に
て
、

浦
幌
町
緑
化
推
進
委
員
会
（
井
上
亨
会
長
）
主

催
の
樹
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
林
業
関
係

様
等
が
参
列
し
、
樹
木
の
神
々
と
浦
幌
町
の
林

業
先
駆
者
た
ち
へ
の
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
今
後

益
々
の
林
業
の
繁
栄
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。 

       

浦
幌
神
社
春
季
祭
を
斎
行 

去
る
五
月
二
十
日
、
浦
幌
神
社
春
季
祭
を

斎
行
致
し
ま
し
た
。
今
年
の
豊
作
、
豊
緑
、
豊

漁
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
繁
栄
を
氏
子
会
役
員
、

総
代
、
氏
子
崇
敬
者
皆
様
ご
参
列
の
も
と
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
浦
幌
神
社

神
楽
舞
月
姫
会
の
小
学
五
年
生
四
人
に
よ
る

豊
栄
舞
（
と
よ
さ
か
の
ま
い
）
も
奉
納
さ
れ
、

祭
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
こ
こ
三
年
間
の
春

祭
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

の
た
め
、
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
の
お
祭
り

で
し
た
が
、
五
月
か
ら
の
五
類
感
染
症
移
行
を

受
け
、
四
年
ぶ
り
の
「
子
ど
も
餅
ま
き
」
も
復

活
し
、
久
々
に
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

境
内
に
響
き
渡
り
、
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
う
以

前
の
春
祭
り
が
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

              

乳
神
神
社
春
季
祭
を
斎
行 

去
る
五
月
二

十
一

日
乳

神

神

社
春

季
祭

を

斎

行
致
し
ま
し
た
。

昨
年
、
ご
鎮
座
四

十
周
年
を
迎
え
、

皆
様
か
ら
の
ご
奉
賛
に
よ
り
、
屋
根
の
修
復
工

事
が
完
成
し
、
は
じ
め
て
の
例
祭
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
雨
天
に
よ
り
浦
幌
神
社
殿
内
に
て

四
十
一
年
目
の
祈
り
を
厳
粛
に
捧
げ
ま
し
た
。 

夏
越
の
大
祓
式
の
ご
案
内 

今
年
も
夏
越
の
大
祓
式
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

日 

時 

六
月
三
十
日 

午
後
六
時
よ
り 

場 

所 

浦
幌
神
社
境
内
（
雨
天
社
殿
内
） 

玉
串
料 

一
件
一
〇
〇
〇
円
よ
り
お
気
持
ち 

 発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 
     

 

浦
幌
神
社
行
事
予
定 

六
月
一
日 

 

月
次
祭 

六
月
十
五
日 

月
次
祭 

 

六
月
三
十
日 

夏
越
の
大
祓
式 


